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Ⅰ．はじめに 

 青森県が平成２６年度、２７年度に実施した『健やか力検定』を引き継ぎ、本学学生及び青森

市内の大学生を対象として同検定を実施することを目的として、平成２８年度に立ち上げた「ヘ

ルスリテラシー向上部」が中心となり、県民のヘルスリテラシーの向上に資する活動を行ってき

た。今年度も各種健康測定などの活動と、「健やか力検定」は、オンラインと大学構内を会場とし

た対面のハイブリッド方式で検定を実施した。 

 

Ⅱ．目的 

本活動の目的は以下の通りである。 

１．「ヘルスリテラシー向上部」に参加する学生が教材や検定問題を作り上げていくことにより、

将来、青森県民のヘルスリテラシー向上を支える人材の育成に寄与する。 

２．本学学生の他、青森市内の大学生等が『健やか力検定』に関して学習し、受検することは

学生自身のヘルスリテラシーの向上につながり、ひいては成人期以降の生活習慣病予防に資

する。 

３．本活動を通して『健やか力検定』の内容の検証を行うことにより、県民向けの更なるヘル

スリテラシー向上につながる検定の知見を得ることができる。 

 

Ⅲ．活動方法 

「ヘルスリテラシー向上部」部員や教員により、８月～９月にかけて『健やか力検定』（疾病編）

の問題を作成し、１２月７日に本学及び青森大学において会場検定を実施した。ひろく県内外

の学生に向けてオンライン受検への参加を呼びかけ、１２月７日にオンライン検定を併せて実

施した。また、健康測定や健康クイズをイベトンに合わせて実施した。 

 

Ⅳ．活動結果 

１．４月２２日に部員等２２名が参加し、「ヘルスリテラシー向上部」総会を開催した。 

２．８月から９月にかけて部員や教員が参加し、『健やか力検定』問題（「疾病編」）の作成を行

った。 

３．１２月７日、本学及び青森大学を会場として、『健やか力検定』を実施した。併せて同日オ

ンライン検定を行った。 

受検者数は会場検定が５０名（本学１４名、青森大学３６名）で、受検者のうち正解率６０％

以上の合格者は３９名（合格率は７８.０％）、平均得点は７０.６点であった。 

一方、オンライン受検者は２８名（本学３名、青森中央短期大学１名、青森大学１名、秋田

看護福祉大学２３名）で、合格者は２７名（合格率９６．４％）、平均得点は８０．６点であ

った。受検者、合格率、平均点いずれも芳しくない結果であった。 
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４．イベントにおける健康測定 

①アピオあおもり秋まつり(１０月５日開催)  骨密度測定、体組成測定、血圧測定と、測定

値についての保健指導を実施した。６７名の参加者があった。 

  ②学祭(１０月１２日開催)  骨密度測定、体組成測定、血圧測定と、測定値についての保健

指導を実施した。６４名の参加者があった（血圧３２名、体組成６３名、骨密度６４

名）。 

５．イベントにおける健康クイズ 

①学祭 (１０月１３日)「ヘルスリテラシー向上部健康クイズ大会」 

  ②青森市 QOL 健診フェア(１１月９日) ステージプログラム「ヘルスリテラシーって素晴ら

し～ クイズで PON!」 

 

Ⅴ．考察 

  本年度は「ヘルスリテラシー向上部」活動の９年目であり、予定していた例年通りの活動を

実施できた。アピオあおもり秋まつりや学祭時に実施した健康測定に、多くの方が参加し、住

民のヘルスリテラシー向上に寄与できたと考える。一方で、部員の数もやや減り、目玉の活動

である『健やか力検定』受検者数は会場での対面受検、およびオンライン受検も過去最低であ

った。予算の関係上、検定周知のためのチラシやポスターを学内印刷とし、各所に掲示、配布

したが、積極的な PRが必要だったと思われる。オンラインによる検定では、トラブルなく実

施できたが、こちらも受検者数が少なかったため、受検者数が増えるよう、検討が必要と思わ

れた。次年度も引き続き活動を実施し、健康測定についてはイベントでの継続実施、健やか力

検定については、対象者や検定内容等を吟味し、受検者が増えるよう検討する。さらに、次年

度は認知症キャラバン・メイト養成に関わる活動についても検討する予定である。 
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